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民
権
思
想
の
地
域
的
特
質
に
つ
い
て

橋
本

正
信

は
じ
め
に

(1)

後
進
地
域
に
お
い
て
民
権
思
想
が
ど
の
よ
う
な
形
で
移
入
さ
れ
、
ど
う
吸
収
さ
れ
、

発
露
し
て
い
っ
た
か
。
全
国
的
な
動
き
の
中
で
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
近

代
日
本
の
進
路
を
模
索
し
た
、
地
方
在
地
の
民
権
家
や
知
識
人
の
言
動
の
中
か
ら
、

そ
の
思
想
の
一
端
を
究
明
し
て
い
き
た
い
。
本
県
で
は
、
「
東
北
の
三
傑
」
と
い
わ

れ
た
民
権
家
本
多
庸
一
、
民
権
派
か
ら
言
論
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
陸
実
、
後
の
羯
南
、

言
論
に
よ
る
知
識
人
小
川
渉
の
三
者
を
あ
げ
、
論
述
す
る
。

本
多
と
小
川

(2)

青
森
県
の
民
権
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
本
多
庸
一
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
政
社
「
共
同
会
」
の
創
立
趣
旨
は
、
「
国
権
を
拡
張
し

て
日
本
帝
国
の
安
全
を
図
り
、
民
権
を
伸
張
し
て
生
命
財
産
の
安
全
を
図
る
」
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
も
、
地
方
の
土
地
、
風
俗
、
知
識
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
地
方
独
自

の
結
社
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
県
下
に
配
布
し
た
国
会
開
設
請
願
の
檄
文

や
、
陸
実
、
今
宗
蔵
ら
と
協
議
し
た
国
会
開
設
建
白
書
の
内
容
に
は
、
国
政
参
与
を

天
賦
の
権
と
す
る
進
ん
だ
民
権
思
想
の
裏
に
、
人
智
、
産
業
を
発
達
さ
せ
、
聖
旨
を

も
っ
て
国
運
の
隆
盛
を
は
か
る
と
い
う
国
権
的
民
権
論
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
民
権
の
対
立
を
人
心
の
不
和
と
し
、
地
域
の
実
情
を
考
え
、
官
民
調
和
的
、
穏
健

な
改
進
党
的
（
自
由
党
に
は
加
盟
）
民
権
論
で
も
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
民
権
思
想
の

よ
っ
て
来
た
る
基
盤
に
は
、
本
多
を
中
心
と
す
る
士
族
民
権
派
の
思
想
的
背
景
や
、

当
時
の
本
県
の
お
か
れ
た
地
域
的
特
質
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
多
自
身
、
自
由
民
権
を
唱
え
る
上
に
も
っ
と
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
キ

リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
。
戊
辰
の
役
の
際
、
藩
論
一
定
し
な
い
津
軽
藩
に

お
い
て
、
つ
い
に
は
佐
幕
派
へ
身
を
投
じ
、
戦
敗
者
と
な
り
、
横
浜
留
学
に
よ
っ
て

日
本
基
督
公
会
に
入
り
、
の
ち
弘
前
日
本
基
督
公
会
を
組
織
し
布
教
に
務
め
る
の
で

あ
る
。
陽
明
学
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
、
そ
し
て
自
由
民
権
思
想
へ
の
め
ざ
め
は
、
時

代
を
批
判
し
、
時
代
と
戦
わ
ん
と
す
る
彼
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
彼
の
盟
友
菊
池
九
郎

が
慶
応
義
塾
留
学
後
、
弘
前
に
設
立
し
た
東
奥
義
塾
の
教
育
は
、
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・

イ
ン
グ
を
招
い
て
の
進
歩
的
教
育
で
あ
っ
た
。
本
多
も
義
塾
の
教
師
と
し
て
、
留
学

生
か
ら
民
権
思
想
を
受
容
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

共
同
会
も
東
奥
義
塾
の
教
師
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
雑
誌
「
開
文
」
の
発
行
や
、

弁
論
会
の
開
催
は
、
民
権
思
想
を
醸
成
す
る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
非
開
明
的
な
本
県
に
お
い
て
、
民
権
思
想
は
封
建
思
想
に
か
わ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
輸
入
思
想
が
、
文
明
開
化
の
恩
恵
に
浴
し
に
く
か
っ
た
本
県

に
ま
で
入
り
こ
み
、
土
着
の
思
想
と
結
び
つ
く
時
、
そ
れ
を
拒
否
し
阻
害
す
る
条
件

が
い
か
に
多
か
っ
た
こ
と
か
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
指
摘

し
、
人
民
の
奮
起
を
う
な
が
し
、
そ
れ
故
に
国
会
開
設
尚
早
論
を
唱
え
た
一
言
論
人

が
い
た
。
小
川
渉
で
あ
る
。
陸
実
と
共
に
青
森
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
小
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川
の
尚
早
論
は
、
特
に
岩
手
の
日
進
新
聞
や
盛
岡
新
誌
か
ら
手
痛
い
批
判
を
受
け
た
。

だ
が
本
県
の
民
権
思
想
の
地
域
的
特
質
を
、
逆
の
立
場
か
ら
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、

こ
の
論
の
も
つ
意
味
が
大
き
い
。

小
川
は
、
人
民
を
八
才
以
下
の
女
子
や
無
知
な
商
人
に
譬
え
、
知
識
と
精
神
の
熟

さ
な
い
地
方
人
民
の
実
態
を
あ
げ
、
「
国
会
開
設
は
人
民
を
惑
わ
す
迷
夢
な
り
」
と

し
た
。
さ
ら
に
人
民
は
国
会
の
な
ん
た
る
か
も
知
ら
ず
、
そ
の
機
能
に
耐
い
得
な
い

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
患
害
」
を
生
ず
る
と
ま
で
い
う
。
国
会
を
開
設
し
て
、
人
民

を
開
明
さ
せ
る
と
い
う
論
に
は
組
み
せ
ず
、
人
民
「
進
取
の
気
象
」
の
乏
し
き
を
憂

い
、
人
民
の
知
識
、
精
神
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
す
る
。
彼
に
と
っ
て

政
治
よ
り
、
教
育
的
解
決
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
人
民
観
は
、
遺
著
「
陸
奥

事
情
」
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
青
森
県
の
人
民
を
し
て
、
無
気
力
、

無
知
識
、
鄙
屈
、
固
陋
、
怠
惰
な
り
と
し
、
教
化
に
浴
せ
ず
礼
譲
を
知
ら
ざ
る
者
と

き
め
つ
け
た
。
し
か
し
、
こ
う
さ
せ
た
責
任
を
、
も
っ
ぱ
ら
為
政
者
の
無
為
無
策
に

帰
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
政
府
の
立
場
を
弁
護
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
優
秀
な
指
導
者
に
よ
る
誘
掖
引
導
の
方
法
を
求
め
て
い
る
。
こ
の

実
感
は
、
彼
が
役
人
、
県
会
書
記
、
記
者
生
活
を
通
し
て
、
地
方
人
民
に
よ
り
多
く

接
触
し
て
来
た
上
で
の
嘆
き
で
あ
り
、
逆
境
か
ら
く
る
時
代
へ
の
批
判
精
神
で
も
あ

っ
た
。
彼
は
も
と
会
津
藩
士
で
あ
り
、
戦
敗
者
と
し
て
下
北
へ
移
さ
れ
、
薩
長
奸
賊

の
思
い
に
燃
え
て
い
た
が
、
民
権
運
動
に
は
め
ざ
め
得
な
か
っ
た
。
本
多
の
よ
う
に

留
学
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
斗
南
藩

士
が
時
流
に
乗
じ
た
中
で
、
彼
は
時
代
に
批
判
的
な
教
育
者
（
後
に
キ
リ
ス
ト
教

徒
）
と
し
て
一
生
を
送
る
の
で
あ
る
。
本
多
が
キ
リ
ス
ト
教
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
の

と
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

陸
と
小
川

(3)

青
森
新
聞
の
同
僚
陸
は
小
川
を
こ
う
評
し
て
い
る
。
「
和
漢
洋
の
学
を
身
に
つ
け

た
篤
学
の
士
で
あ
っ
た
」
（
吉
田
十
郎
『
山
鹿
元
次
郎
小
伝
』
）。
小
川
は
諸
学
問
に

貪
欲
な
開
化
を
示
し
た
。
陸
は
、
同
紙
一
〇
〇
号
代
か
ら
二
〇
〇
号
代
に
か
け
て
編

集
長
を
務
め
た
。
明
治
十
二
年
四
月
の
「
賄
征
伐
事
件
」
で
司
法
省
法
律
学
校
を
退

学
処
分
と
な
り
、
郷
里
青
森
県
に
帰
郷
し
て
か
ら
翌
十
三
年
九
月
北
海
道
紋
別
製
糖

所
に
赴
任
す
る
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
同
十
二
年
四
月
二
十
二
日
の
筆
禍
事

件
で
は
、
小
川
に
代
わ
っ
て
若
い
陸
が
負
っ
て
い
る
と
い
う
（
伊
藤
徳
一
『
東
奥
日

報
社
史
』、
小
川
喚
三
談
）。
翌
十
三
年
四
月
十
三
日
筆
禍
事
件
も
陸
に
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
へ
渡
る
契
機
の
一
つ
で
あ
る
。
同
十
三
年
二
月
二
十
八
日
付
「
非
国
会
論
者

ニ
告
ク
」
は
陸
筆
と
さ
れ
、
彼
は
同
年
三
月
十
七
日
青
森
蓮
華
寺
の
国
会
開
設
建
白

会
議
に
参
加
し
、
二
十
一
名
の
委
員
の
一
人
と
し
て
、
建
白
書
作
成
に
関
与
し
（
青

森
県
総
覧
）
力
量
を
発
揮
し
た
。
が
、
空
想
的
民
権
論
に
あ
き
た
ら
ず
、
後
、
「
日

本
」
主
宰
と
な
り
在
野
的
論
陣
を
は
る
の
で
あ
る
。
小
川
も
寄
稿
し
て
い
る
。
小
川

は
青
森
新
聞
第
四
三
四
―
五
号
「
圧
制
の
仇
敵
」
で
新
聞
紙
条
例
、
集
会
条
例
を
批

判
し
筆
禍
に
と
わ
れ
て
い
る
。

小
川
の
思
想
は
、
ま
ず
神
学
と
儒
学
を
当
時
、
会
津
藩
校
日
新
館
に
て
学
び
、
後

に
江
戸
昌
平
黌
に
留
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
め
た
。
日
新
館
の
教
育
に
つ

い
て
は
、
彼
の
著
書
で
あ
る
「
会
津
教
育
考
」
に
詳
し
い
が
、
藩
主
や
、
有
司
の

「
誘
掖
薫
陶
の
深
切
な
る
」
と
し
て
、
彼
の
一
生
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
。
斗
南
藩

に
な
っ
て
か
ら
も
日
新
館
は
再
興
さ
れ
て
い
る
。
会
津
松
平
家
は
代
々
神
道
で
あ
り
、
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小
川
家
も
由
来
神
学
で
あ
っ
た
。
が
日
新
館
は
儒
学
に
も
力
を
入
れ
優
秀
な
者
、
昌

平
黌
へ
進
学
さ
せ
た
。
小
川
は
こ
の
藩
主
の
恩
義
に
報
い
る
為
、
賊
軍
の
将
と
な
っ

た
藩
主
放
免
運
動
に
も
奔
走
し
て
い
る
。

蘭
学
の
勉
強
は
、
維
新
の
激
動
期
に
外
人
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
。
藩
命
を
受
け
て
新
潟
か
ら
武
器
調
達
の
際
、
長
岡
藩
士
の
河
合
継
之
助
と
意
気

投
合
、
フ
ラ
ン
ス
人
よ
り
汽
船
を
買
収
し
た
り
（
小
川
渉
著
「
し
ぐ
れ
草
紙
」
）、
敗

戦
後
オ
ラ
ン
ダ
人
カ
ス
テ
ー
ル
の
家
に
招
か
れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を

学
ん
だ
。
そ
こ
か
ら
秘
か
に
、
外
国
に
思
い
を
馳
せ
た
が
、
意
を
遂
げ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
彼
は
「
父
母
居
ま
す
時
は
遠
く
遊
ば
ず
」
の
語
を
守
っ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
こ
と
が
、
新
思
想
受
容
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
は
信
仰
に
お
い
て
も
仏
化
こ
そ
深
め
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て

も
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
よ
く
聖
書
を
読
み
、
後
明
治
三
十
七
、
八
年
頃
に

は
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
漢
学
を
学
ぶ
青
年
に
「
『
天
』
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
…

教
会
に
行
き
な
さ
い
」
と
勧
め
て
い
た
と
い
う
（
小
川
喚
三
談
）。

彼
が
斗
南
藩
士
と
し
て
下
北
（
今
の
田
名
部
）
へ
移
住
し
、
同
志
と
共
に
深
刻
な

生
活
問
題
に
直
面
し
た
時
、
外
人
を
呼
び
酪
農
に
よ
る
開
拓
を
試
み
た
。
そ
の
後
、

弘
前
の
イ
ン
グ
、
本
多
も
訪
ね
た
と
い
う
。
現
在
の
日
本
基
督
教
団
田
名
部
教
会
が

小
川
の
屋
敷
跡
と
さ
れ
て
い
る
（
吉
田
十
郎
前
掲
書
）
。
筆
禍
事
件
で
罰
金
や
禁
固

に
処
せ
ら
れ
た
彼
は
、
明
治
政
府
を
批
判
し
「
孝
明
天
皇
を
殺
し
、
強
盗
的
な
手
段

で
三
百
年
禄
を
喰
ん
だ
幕
府
を
倒
し
、
然
も
幕
府
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
ぬ
す
み
、
幼

帝
を
笠
に
し
て
勝
手
な
事
を
し
て
居
る
。
維
新
は
百
年
続
か
な
い
…
…
神
が
許
し
給

う
筈
が
な
い
」
と
公
言
し
て
い
た
と
い
う
（
小
川
喚
三
談
。
「
父
を
当
時
変
人
、
奇

人
扱
い
し
て
お
っ
た
が
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
で
見
事
父
の
言
葉
が
あ
た
っ
た
」
と
し

て
い
る
。
）。

彼
は
交
友
関
係
に
お
い
て
も
多
岐
に
渡
り
、
本
多
の
紹
介
と
思
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ

婦
人
の
学
校
建
設
に
尽
力
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
を
示
す
と
共
に
、
長
女
を
入
学

さ
せ
て
い
る
。
同
三
十
年
代
に
は
、
福
沢
諭
吉
等
が
小
川
宅
に
寄
っ
て
い
る
。
「
時

事
新
報
」
に
時
々
に
寄
稿
し
て
い
た
（
し
ぐ
れ
草
紙
、
小
川
喚
三
談
）。

彼
は
民
権
期
に
お
い
て
、
明
治
政
府
の
方
針
や
、
中
央
論
壇
に
展
開
さ
れ
て
い
る

思
想
を
斟
酌
し
、
彼
独
自
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
民
権
論
者
の
中
に

「
思
想
の
単
純
な
る
者
」
や
、
士
族
民
権
に
特
に
「
封
建
的
愚
民
観
」
が
あ
っ
た
時
、

ま
た
県
内
に
お
い
て
国
会
開
設
請
願
の
会
議
が
「
封
建
復
古
会
議
」
と
間
違
え
ら
れ

て
驚
い
て
い
る
（
青
森
新
聞
同
十
三
年
三
月
七
日
）
こ
と
を
思
う
時
、
彼
の
思
想
が

時
代
を
大
き
く
認
識
し
て
い
た
意
義
を
見
い
出
す
。

陸
は
津
軽
藩
士
の
子
と
し
て
生
れ
、
東
奥
義
塾
、
宮
城
師
範
学
校
、
司
法
省
法
学

校
本
科
（
フ
ラ
ン
ス
法
学
）
で
学
び
、
以
後
曲
折
を
経
て
同
二
十
一
年
新
聞
「
日

本
」
を
創
刊
、
主
筆
兼
社
長
と
な
っ
た
。
国
民
主
義
を
掲
げ
、
在
野
精
神
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
君
臨
す
る
。
将
に
「
名
山
名
士
ヲ
出
ダ
ス
」
で
あ
る
。

お
わ
り
に

(4)

陸
は
小
川
と
親
戚
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
受
け
思
想
は
共
有
し
て
い
た
。
三
者
の

共
通
項
は
地
域
の
後
進
性
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
本
多
や
陸
は
郷
里
へ
の

苦
言
を
呈
し
、
小
川
は
県
民
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
同
じ
戦
敗
者
と
し
て
共
通
す
る
本

多
と
小
川
を
分
け
た
の
は
、
西
洋
文
明
の
受
容
の
違
い
で
あ
る
。
ま
た
本
多
に
は
同

志
が
お
り
、
彼
が
民
権
の
影
響
を
受
け
て
帰
郷
し
た
時
、
義
塾
の
学
生
伴
野
雄
七
郎
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献
言
で
、
本
県
の
運
動
を
開
放
し
た
と
想
定
さ
れ
て
お
り
（
小
野
久
三
『
青
森
県
政

治
史
』
）、
小
川
は
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
川
が
青
森
新
聞
発

行
を
通
し
て
、
陸
と
共
に
本
多
ら
の
国
会
開
設
請
願
の
集
会
や
、
そ
の
動
静
の
取
材

に
歩
い
て
お
り
、
本
多
の
影
響
を
受
け
て
い
た
向
き
が
あ
る
。
本
県
の
民
権
思
想
の

中
に
、
士
族
民
権
と
し
て
、
か
か
る
地
域
的
特
質
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
は
し
も
と
・
ま
さ
の
ぶ

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
会
員
）


